      護身用具届出書　別紙1 規格・機能・使用基準・警備業務の内容
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	種類
	  警戒棒


	
	規格
	（材質）
本体:7075航空機用アルミ合金  
グリップ:スポンジ。
（寸法）

全長64.2㎝・重量300ｇ・収縮時24.2㎝
（形状）

 円棒
エンドキャップ部分26.6㎜Φ・先端キャップ部15.7㎜Φ
鋭利な部分なし
（機構）

三段伸縮・振り出し式(ストップピンなし)
(名称・製作)
 名称ＡSP-F26-airweight 
製作:  USA-ASP社 ※http://www.asp-usa.com/


	
	機能
	不審者の襲撃に際し、
その腕・脚・腹部を打ち突くことにより、
相手の攻撃を中止させ、あるいは凶器を払い落とす効果を有する。


	
	使用基準
	屈強・凶暴な不審者、凶器を持った不審者に対し:
専ら護身の用に供する場合。


	
	当該護身用具を
携帯して
行う
警備業務の内容
	1.屈強・凶暴・凶器を所持している可能性の高い
  万引き犯人・窃盗団に対峙することが予想される私服保安業務。

2.依頼者に対する凶器での襲撃が予想される身辺警護業務。

3.夜間での巡回警備業務・店内保安業務。

4.夜間での単独施設常駐警備業務。









